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当
協
会
で
は
、
令
和
5
年
度
よ
り
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の

種
苗
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
、
オ
オ
バ
フ
ン
ウ
ニ
科
に
属
す
る

ウ
ニ
の
一
種
で
、
相
模
湾
よ
り
北
、
日
本
海
側
で
は
島
根
県

か
ら
北
海
道
の
沿
岸
で
普
通
に
見
ら
れ
、
食
用
と
し
て
最
も

流
通
す
る
ウ
ニ
の
一
つ
で
す
。
成
体
の
殻
の
直
径
は
約
6
～

7
㎝
、
棘
の
長
さ
は
約
2
～
3
㎝
位
で
、
ナ
ガ
ウ
ニ
科
の
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
よ
く
似
て
ま
す
。

  
ウ
ニ
類
は
、
水
中
で
雌
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
精
子
と
卵
を
放
出
し

て
受
精
し
ま
す
。
孵
化
後
は
し
ば
ら
く
の
間
浮
遊
幼
生
と
し

て
漂
っ
て
生
活
し
ま
す
。
そ
の
間
、
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
食
べ
て
成
長
し
、
そ
の
後
、
岩
場
な
ど
に
着
底
し
て
、

稚
ウ
ニ
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
で
の
種
苗
生
産
は
初
め
て
の
試
み
で
、
ま
だ
産
卵
期

は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
福
島
県
や
岩
手
県
で
は
7
～

9
月
、
北
海
道
で
は
9
～
10
月
と
言
わ
れ
て
お
り
、
産
卵
は

夏
期
か
ら
秋
期
へ
の
海
水
温
が
下
が
る
時
期
に
行
わ
れ
る
よ

う
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
種
苗
生
産
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
の
漁
業
者

さ
ん
よ
り
親
と
な
る
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
5
月
と
10
月
に

購
入
し
、
ア
ラ
メ
や
乾
燥
コ
ン
ブ
を
与
え
て
養
成
し
、
産
卵

期
を
特
定
す
る
た
め
定
期
的
に
解
剖
し
て
成
熟
状
態
を
確
認

し
な
が
ら
採
卵
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
夏
場
の
海
水
温

が
非
常
に
高
く
、
10
月
上
旬
ま
で
高
水
温
が
続
き
、
初
め
て

大
量
に
産
卵
が
確
認
出
来
た
の
は
10
月
中
旬
で
し
た
。
産
卵

は
12
月
下
旬
ま
で
見
ら
れ
、
そ
の
中
で
11
月
中
旬

に
採
取
出
来
た
状
態
の
良
い
受
精
卵
を
用
い
て
種

苗
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

キタムラサキウニの６腕期幼生 キタムラサキウニの８腕期幼生

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
種
苗
生
産
始
め
ま
し
た
！

鶴
見 

祐
輔
（
貝
類
科
）
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孵
化
し
た
ウ
ニ
の
浮
遊
幼
生
を
１
kL
円
形
パ
ン
ラ

イ
ト
水
槽
に
収
容
し
て
流
水
に
て
飼
育(

収
容
密
度
1

～
1.5
個
体⁄

mL)

し
、
餌
は
市
販
さ
れ
て
い
る
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
一
種
で
あ
る
キ
ー
ト
セ
ロ
ス
・
ネ
オ
グ

ラ
シ
ー
レ
を
1
日
2
回
与
え
ま
し
た
。
ウ
ニ
類
は
、

発
生
後
、
プ
リ
ズ
ム
幼
生
、
4
腕
期
幼
生
、
6
腕
期

幼
生
、
8
腕
期
幼
生
、
稚
ウ
ニ
へ
と
成
長
す
る
に
つ

れ
て
形
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
14
日
程
経
つ
と
8

腕
期
幼
生
に
ウ
ニ
原
基
と
呼
ば
れ
る
将
来
親
に
な
る

た
め
の
組
織
が
出
来
ま
す
。
こ
の
ウ
ニ
原
基
が
確
認

出
来
た
ら
別
の
水
槽(

９
kL
角
形
水
槽)

に
幼
生
を
移

動
し
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
繁
殖
さ
せ
た
波
板
に

付
着
さ
せ
て
稚
ウ
ニ
飼
育
を
開
始
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
計
画
は
殻
径
10
㎜
5
万
個
体
を

生
産
予
定
で
、
現
在
の
所
、
順
調
に
飼
育
中
で
す
。

  

近
年
、
県
内
の
磯
場
で
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
姿

が
見
え
な
い
、
獲
れ
な
い
と
い
っ
た
漁
業
者
さ
ん
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
種
苗
生
産
技
術

を
確
立
し
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
資
源
が
回
復
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
平
成
7
年
度
の
開
所
当
初
か
ら
ヒ

ラ
メ
の
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
、
放
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
栽
培
漁
業
基
本
計
画(

Ｒ
４
～
８)

で

は
、
生
産
尾
数
は
１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
、
85
万
尾
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
生
産
し
た
ヒ
ラ
メ
は
、
カ
ゴ
に

収
容
し
て
ト
ラ
ッ
ク
で
沿
岸
漁
協
に
運
搬
後
、
漁
業

者
さ
ん
が
漁
船
に
積
み
込
ん
で
放
流
し
て
い
ま
す
。

放
流
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
は
小
魚
や
ア
ミ
類
な
ど
を
捕
食

し
て
成
長
し
、
1
年
で
30
㎝
ま
で
成
長
し
ま
す
。
茨

城
県
で
は
30
㎝
未
満
の
ヒ
ラ
メ
を
獲
ら
な
い
、
売
ら

な
い
、
食
べ
な
い
と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
た
め
、
放

流
魚
は
成
長
し
た
1
年
後
か
ら
漁
獲
対
象
と
な
り
、

天
然
魚
と
と
も
に
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
魚
体
を
裏
返
す

と
天
然
魚
は
真
っ
白
に
対
し
、
放
流
魚
は
黒
い
模
様

が
一
部
の
個
体
に
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
放
流
魚

の
判
別
に
用
い
て
い
ま
す
。
こ
の
黒
い
模
様
は
、
通

称「
パ
ン
ダ
」や「
ク
ロ
」な
ど
と
呼
ば
れ
て
ま
す
が
、

正
式
に
は
無
眼
側
体
色
異
常
と
い
い
、
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
や
水
産
試
験
場
な
ど
で
種
苗
生
産
す
る
と
出

現
す
る
こ
と
が
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
て
、
出
現

部
位
や
面
積
な
ど
を
分
類
し
た
パ
タ
ー
ン
を
水
産
庁

が
提
示
し
て
い
ま
す
。
生
産
中
に
付
い
た
黒
い
模
様

は
、
放
流
後
も
消
え
な
い
の
で
天
然
魚
と
区
別
す
る

た
め
の
標
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ラ
メ
の
無
眼
側
体
色
異
常
魚
（
パ
ン
ダ
）
に
つ
い
て

川
上 

久
浩
（
魚
類
科
）

キタムラサキウニの稚ウニ

現在のパンダ

過去のパンダ
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令
和
６
年
度
事
業
計
画

ヒラメ放流

ヒラメ放流

　
当
協
会
で
は
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
の
中
に
ど

の
く
ら
い
の
割
合
で
放
流
魚
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
か

を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら
ヒ
ラ
メ
放
流

効
果
把
握
調
査
を
県
内
9
漁
協
に
協
力
い
た
だ
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
多
い
年
で
は
県

全
体
で
２
割
近
く
放
流
魚
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
放
流
魚
は
天
然
魚
と
肉

質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
裏
側
が
黒
い
分
、
商
品

価
値
が
下
が
り
、
安
く
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
種
苗
生
産
に
お
い
て

様
々
な
飼
育
試
験
を
行
い
、「
茨
城
方
式
」(

無
眼
側
体

色
異
常
を
防
除
す
る
飼
育
方
式)
を
開
発
し
て
、
黒

い
模
様
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
そ
の
結
果
、
放
流
魚
と
天
然
魚
の
区
別

が
付
き
に
く
く
な
り
、
近
年
の
調
査
で
は
、
体
色
異

常
魚
の
混
入
率
が
下
が
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
各
漁
協
か
ら
混
入
率
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状

を
聞
き
取
り
調
査
し
た
結
果
、
黒
い
模
様
が
小
さ
け

れ
ば
天
然
魚
扱
い
に
し
て
い
る
こ
と
や
昔
よ
り
黒
い

模
様
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
放
流
魚
で
も
商
品
価

値
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
ヒ
ラ
メ
は
、「
茨
城
県
の
魚
」と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
る
重
要
な
高
級
魚
で
す
。
ヒ
ラ
メ
の
生
産
目
標

を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
放
流
後
も
元
気
に
育

つ
良
質
な
種
苗
を
生
産
し
、
漁
獲
物
と
し
て
商
品

価
値
が
下
が
ら
な
い
様
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
１
） 

ヒ
ラ
メ
栽
培
漁
業
事
業

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放

流
す
る
と
と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た

め
、
市
場
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産・放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を

次
表
を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を

得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
県

内
各
産
地
市
場
の
卸
売
り
業
務
を
行
っ
て
い
る

漁
協
等
に
委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲
さ

れ
る
ヒ
ラ
メ
に
混
入
さ
れ
た
体
色
異
常
魚
の
尾

数
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

（
２
） 水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発
及
び
放
流
指
導
事
業

①
水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
、
ア
ユ
、
鹿
島

灘
は
ま
ぐ
り
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
、

ウ
ニ
類
に
つ
い
て
、
次
表
を
目
安
に
種
苗
生
産
、

種
苗
量
産
技
術
開
発
、
新
規
種
苗
生
産
基
礎
技

術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　

生
産
し
た
種
苗
は
県
の
指
示
に
よ
り
漁
協
等

へ
配
付
及
び
放
流
試
験
等
に
供
し
ま
す
。

②
放
流
指
導
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
漁
業
者
等
が
行
う
種
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苗
放
流
に
関
し
て
、
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、

種
苗
が
活
性
を
保
ち
放
流
効
果
が
よ
り
高
ま
る

よ
う
輸
送
時
の
管
理
や
放
流
方
法
等
に
つ
い
て

指
導
、
助
言
を
行
い
ま
す
。

（
３
） 
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

  

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日

の
警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ

か
、
展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

（
４
） 

栽
培
漁
業
普
及
啓
発
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受

け
入
れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に

対
す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
43
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会（
令
和
６
年
11
月
10

日
、
大
分
県
大
分
市
で
開
催
）へ
の
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
同
大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助

成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・
栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す

る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

・（
公
社
）全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発
行

の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に

参
加
し
て
参
り
ま
す
。

・
茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
及
び
茨
城
県
漁
業
士

会
に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
） 

養
殖
産
業
創
出
事
業

①
マ
サ
バ
養
殖
技
術
開
発
試
験

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
マ
サ
バ
の
養
殖
技
術

開
発
を
行
い
ま
す
。

②
養
殖
業
相
談

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
養
殖
参
入
希
望
者
か

ら
の
技
術
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
県
の
要
請

に
応
じ
て
企
業
誘
致
活
動
へ
同
行
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
実
績

協
会
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

事　業　名 区　分 計　　画
種苗サイズ 目標数

⑴ ヒラメ栽培漁業事業 種苗生産魚種 100㎜ （全長） 85万尾
⑵ 水産種苗生産技術開発
　事業
①放流用種苗生産事業
　（アワビ） 〃 35㎜ （殻長） 24万個
②配付用種苗生産事業
　（アユ） 〃 70㎜ （全長） 5万尾
③種苗量産技術開発事業
　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種 2㎜ （殻長）

5㎜ （ 〃 ）
300万個
5万個

④種苗量産技術開発事業
　（マコガレイ） 〃 50㎜ （全長） 15万尾
⑤新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ホシガレイ） 〃 50㎜ （全長） 5万尾
⑥新規種苗生産基礎技術
　開発事業（ウニ類） 〃 10㎜ （全長） 5万個

事　業　名 技  術  開  発  内  容
養殖産業創出事業（マサバ） ・親魚養成、採卵、種苗育成、輸送方法等

・80mm 2.1万尾を生産

令和6年度計画

種　　名 生　産　実　績
種 苗 サ イ ズ 生産尾数

ヒラメ 113㎜ 99.0万尾

アワビ 35㎜ 24.01万個

アユ 70.2㎜ 8.3万尾

種　　名 生　産　実　績
種 苗 サ イ ズ 生産尾数

鹿島灘
はまぐり

2.4㎜
5.3㎜

332.0万個
5.1万個

マコガレイ 57.9㎜ 18.8万尾
ホシガレイ 79.3㎜ 3.2万尾

ウニ類 2~10㎜ 22.6万個
マサバ 147㎜ 2.75万尾

１．種苗生産魚種

２．技術開発魚種

  採用者    よろしくお願いします。
■名 前 海老沢　良忠
■役 職 事務局長
■趣 味 釣り
 卓球
 スキー

■名 前 鈴木　達也
■役 職 貝類科技師
■趣 味 メバル釣り

  退職者    お世話になりました。
■名 前 大森　　明（事務局長）
 飯島　大和（貝類科）


